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令和 6 年上期 問 18 
問題 【難易度】★★★☆☆（普通） 
無線通信で行われるアナログ変調・復調に関する記述について，次の(a)及び(b)の問に答えよ。 

(a) 無線通信で音声や画像などの情報を送る場合，送信側においては，情報を電気信号（信号波）に変換す

る。次に信号波より  （ア）  周波数の搬送波に信号波を含ませて得られる信号を送信する。受信側では，

搬送波と信号波の二つの成分を含むこの信号から  （イ）  の成分だけを取り出すことによって，音声や

画像などの情報を得る。 

搬送波に信号波を含ませる操作を変調という。  （ウ）  の搬送波を用いる基本的な変調方式として，振

幅変調 (AM) ，周波数変調 (FM) ，位相変調 (PM) がある。 

搬送波を変調して得られる信号からもとの信号波を取り出す操作を復調又は  （エ）  という。 

上記の記述中の空白箇所(ア)～(エ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次の(1)～(5)のうちから

一つ選べ。 

（ア） （イ） （ウ） （エ）

(1)  高い  信号波  三角波  検波 

(2)  高い  信号波  正弦波  検波 

(3)  高い  搬送波  三角波  増幅 

(4)  低い  信号波  三角波  増幅 

(5)  低い  搬送波  正弦波  検波 

 

 

(b) 図 1 は，トランジスタの  （ア）  に信号波の電圧を加えて振幅変調を行う回路の原理図である。電圧

 𝑣ଵ ， 𝑣ଶ ， 𝑣ଷ の波形を同時に計測したところ図 2 のいずれかであった。このとき，電圧 𝑣ଵ の波形は

  （イ）  ， 𝑣ଶ の波形は  （ウ）  ， 𝑣ଷ の波形は  （エ）  である。図 2 のグラフより振幅変調の変調率を計

算すると  （オ）  % となる。 

上記の記述中の空白箇所(ア)～(オ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次の(1)～(5)のうちから

一つ選べ。 

ただし，図 2 のそれぞれの電圧波形間の位相関係は無視するものとする。 
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𝐼 ଵ =
𝑅ଶ

𝑅ଵ + 𝑅ଶ
𝐼

𝐼 ଶ =
𝑅ଵ

𝑅ଵ + 𝑅ଶ
𝐼

 

 
【解答】 
解答：(1)  𝑉ଵ = 60 [V] の電源と 𝑉ଶ = 80 [V] の電源

を分けて考え，重ね合わせの理で合算する。問題図

を電源毎に分解すると，図 4-1 及び図 4-2 の通りと

なる。また，各部の抵抗及び電流値を図の通りとす

る。 

 
図 4-1 より， 𝑅ଶ [Ω] の二つの抵抗の並列合成抵抗

 𝑅ଶ
ᇱ  [Ω] は，ワンポイント解説「2.合成抵抗」の通り， 

𝑅ଶ
ᇱ =

𝑅ଶ ⋅ 𝑅ଶ

𝑅ଶ + 𝑅ଶ
=

𝑅ଶ

2
=

60

2
= 30 [Ω] 

となる。次に，  𝑅ଶ
ᇱ  [Ω] と  𝑅 [Ω] の直列合成抵抗

 𝑅ᇱ [Ω] は，ワンポイント解説「2.合成抵抗」の通り， 

𝑅ᇱ = 𝑅 + 𝑅ଶ
ᇱ = 10 + 30 = 40 [Ω] 

となり， 𝑅ᇱ [Ω] と 𝑅ଵ [Ω] の並列合成抵抗 𝑅ଵ
ᇱ  [Ω] は，

ワンポイント解説「2.合成抵抗」の通り， 

𝑅ଵ
ᇱ =

𝑅ᇱ ⋅ 𝑅ଵ

𝑅ᇱ + 𝑅ଵ
=

40 × 40

40 + 40
= 20 [Ω] 

となり，電源 𝑉ଵ [V] を流れる電流 𝐼୴ଵ [A] は， 

𝐼୴ଵ =
𝑉ଵ

𝑅ଵ
ᇱ + 𝑅ଵ

=
60

40 + 20
= 1 [A] 

となる。よって，抵抗 𝑅 [Ω] を流れる電流 𝐼ଵ [A] は，

ワンポイント解説「3.分圧・分流の法則」より， 

𝐼ଵ =
𝑅ଵ

𝑅ᇱ + 𝑅ଵ
× 𝐼୴ଵ =

40

40 + 40
× 1 = 0.5 [A] 

と求められる。 

 
図 4-1 と同様に図 4-2 より， 𝑅ଵ [Ω] の二つの抵抗の

並列合成抵抗 𝑅ଵ
ᇱᇱ [Ω] は， 

𝑅ଵ
ᇱᇱ =

𝑅ଵ ⋅ 𝑅ଵ

𝑅ଵ + 𝑅ଵ
=

𝑅ଵ

2
=

40

2
= 20 [Ω] 

となる。次に，  𝑅ଵ
ᇱᇱ [Ω] と  𝑅 [Ω] の直列合成抵抗

 𝑅ᇱᇱ [Ω] は， 

𝑅ᇱᇱ = 𝑅 + 𝑅ଵ
ᇱᇱ = 10 + 20 = 30 [Ω] 

となり， 𝑅ᇱᇱ [Ω] と 𝑅ଶ [Ω] の並列合成抵抗 𝑅ଶ
ᇱᇱ [Ω] は， 

𝑅ଶ
ᇱᇱ =

𝑅ᇱᇱ ⋅ 𝑅ଶ

𝑅ᇱᇱ + 𝑅ଶ
=

30 × 60

30 + 60
= 20 [Ω] 

となり，電源 𝑉ଶ [V] を流れる電流 𝐼୴ଶ [A] は， 

𝐼୴ଶ =
𝑉ଵ

𝑅ଶ
ᇱᇱ + 𝑅ଶ

=
80

20 + 60
= 1 [A] 

となる。よって，抵抗 𝑅 [Ω] を流れる電流 𝐼ଶ [A] は，

ワンポイント解説「3.分圧・分流の法則」より， 

𝐼ଶ =
𝑅ଶ

𝑅ᇱᇱ + 𝑅ଶ
× 𝐼୴ଶ =

60

30 + 60
× 1 ≒ 0.6667 [A] 

と求められる。よって，問題図の抵抗 𝑅 [Ω] を流れ

る電流 𝐼 [A] は電流の向きに注意すると， 

𝐼 = 𝐼ଶ − 𝐼ଵ = 0.6667 − 0.5 ≒ 0.1667 [A] 

となり，抵抗で消費される電力 𝑃 [W] は， 

𝑃 = 𝑅𝐼ଶ                                        
= 10 × 0.1667ଶ                     

≒ 0.2779 →  0.28 [W]
 

と求められる。 
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𝐸

√3
≃

𝑉

√3
+ 𝑅𝐼 cos 𝜃 + 𝑋𝐼 sin 𝜃

𝐸

√3
−

𝑉

√3
= 𝑅𝐼 cos 𝜃 + 𝑋𝐼 sin 𝜃           

     𝐸 − 𝑉 = √3(𝑅𝐼 cos 𝜃 + 𝑋𝐼 sin 𝜃)  

               𝜀 = √3𝐼(𝑅 cos 𝜃 + 𝑋 sin 𝜃)    

 

と求められます。 

 

 
2.三相 𝟑 線式線路の有効電力 𝑷  

三相 3 線式の送電線の線間電圧が 𝑉 ，線電流が 𝐼 ，

電圧と電流の力率が cos 𝜃 であるとき，送電電力 𝑃 

は， 

𝑃 = √3𝑉𝐼 cos 𝜃 

となります。 

【解答】 
(a)解答：(4) 

題意に沿って図を描くと図 5 のようになる。 

送電線の抵抗 𝑅 [Ω] 及びリアクタンス 𝑋 [Ω] の大

きさは， 

𝑅 = 0.45 × 5 = 2.25 [Ω] 

𝑋 = 0.35 × 5 = 1.75 [Ω] 

となる。また，力率 cos 𝜃 = 0.7 より， 

sin 𝜃 = ඥ1 − cosଶ 𝜃 = ඥ1 − 0.7ଶ = √0.51 ≒ 0.7141 

であり，ワンポイント解説「1.配電線の電圧降下の

近似式」より，送電線を流れる電流 𝐼 [A] の大きさは， 

𝑉ୱ − 𝑉୰ = √3𝐼(𝑅 cos 𝜃 + 𝑋 sin 𝜃) 

 

𝐼 =
𝑉ୱ − 𝑉୰

√3(𝑅 cos 𝜃 + 𝑋 sin 𝜃)
 

=
6600 − 6450

√3 × (2.25 × 0.7 + 1.75 × 0.7141)
= 30.66 [A] 

となるので，負荷に供給される電力 𝑃ଵ [kW] は，ワ

ンポイント解説「2.三相 3 線式線路の有効電力 𝑃 」

より， 

𝑃ଵ = √3𝑉୰𝐼 cos 𝜃 = √3 × 6450 × 30.66 × 0.7 

≒ 240 000 [W] →  240 [kW] 

と求められる。 

 

(b)解答：(2) 

線路損失 𝑅𝐼ଶ は変わらなかったので，配電線に流れ

る電流は 𝐼 = 30.66 [A] のままである。 

力率が cos 𝜃ᇱ = 0.8 に変化したことより， 

sin 𝜃ᇱ = ඥ1 − cosଶ 𝜃ᇱ = ඥ1 − 0.8ଶ = 0.6 

となるから，ワンポイント解説「1.配電線の電圧降

下の近似式」より，受電端電圧 𝑉୰
ᇱ [V] の大きさは， 

𝑉ୱ − 𝑉୰
ᇱ = √3𝐼(𝑅 cos 𝜃ᇱ + 𝑋 sin 𝜃ᇱ) 

𝑉୰
ᇱ = 𝑉ୱ − √3𝐼(𝑅 cos 𝜃ᇱ + 𝑋 sin 𝜃ᇱ) 

= 6600 − √3 × 30.66 × (2.25 × 0.8 + 1.75 × 0.6) 

≒ 6 449 [V] 

となるため，負荷に供給される電力 𝑃ଶ [kW] は，ワ

ンポイント解説「2.三相 3 線式線路の有効電力 𝑃 」

より， 

𝑃ଶ = √3𝑉୰
ᇱ𝐼 cos 𝜃ᇱ                                    

= √3 × 6449 × 30.66 × 0.8           

≒ 274 000 [W] →  274 [kW]

 

と求められる。 

※ 実際の試験では，選択肢の値が 20 [kW] 毎と大

きいため，力率が変化しても受電端電圧はほと

んど変化しないと考え，最終の式のみ計算して 

𝑃ଶ = √3𝑉୰𝐼 cos 𝜃ᇱ                                     

= √3 × 6450 × 30.66 × 0.8           

≒ 274 000 [W] →  274 [kW]

 

と正答を導き出しても良いかと思います。 
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【解答】 
(a)解答：(4) 

開閉器  S が開いた状態にあるとき，電流は点

 A－D－C と流れ， A－D 間を流れる電流 𝐼ୈ は， 

𝐼ୈ = 60 + 30

= 90 [A]   
 

であり， D－C を流れる電流 𝐼ୈେ は 30 [A] である。 

また， A－D 間の抵抗 𝑅ୈ 及び D－C 間の抵抗 𝑅ୈେ 

は， 

𝑅ୈ = 2.0 × 0.2

= 0.4 [Ω]   
𝑅ୈେ = 1.5 × 0.2

= 0.3 [Ω]   

 

であるから，電源 A 点から見た  C 点の電圧降下

 𝜀 [V] は，ワンポイント解説「1.配電線の電圧降下の

近似式」より， 

𝜀 = √3𝐼ୈ ⋅ 𝑅ୈ + √3𝐼ୈେ ⋅ 𝑅ୈେ         

= √3 × 90 × 0.4 + √3 × 30 × 0.3
≒ 77.9 [V]                                           

 

と求められる。 

 

(b)解答：(2) 

各点の負荷電流は B 点 40 A ， C 点 30 A ， D 点 60 A なので，電源から A 点に供給される電流はすべてを合

わせた 130 A である。 

また， A－B 間の抵抗 𝑅 及び B－C 間の抵抗 𝑅େ は， 
𝑅 = 1.5 × 0.2              

= 0.3 [Ω]                  
𝑅େ = (1.0 + 0.5) × 0.2

= 0.3 [Ω]                  

 

である。 

開閉器 S を流れる電流 𝑖 を基準とすると，各部の電流は図 5 のようになり，ループ内の電圧降下が零である

ことから， 

                 𝜀 = √3𝐼େ ⋅ 𝑅େ + √3𝐼େୈ ⋅ 𝑅େୈ + √3𝐼ୈ ⋅ 𝑅ୈ + √3𝐼 ⋅ 𝑅                          

                0 = √3𝑖 × 0.3 + √3(𝑖 − 30) × 0.3 + √3(𝑖 − 90) × 0.4 + √3(𝑖 + 40) × 0.3

                0 = 1.3 × √3𝑖 − 33√3                                                                                                  

1.3 × √3𝑖 = 33√3                                                                                                                         
                 𝑖 ≒ 25.4 [A]                                                                                                                    

 

と求められる。 
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【ワンポイント解説】 
自動制御に関する知識を問うです。 

一般的に自動制御はフィードバック制御のブロッ

ク線図を使った計算問題が出題されやすいですが，

今回は自動制御の分類や仕組みに関する問題が出

題されています。 

本問は平成 23 年問 13 からの再出題となります。 

1.自動制御の分類 

①フィードバック制御 

制御量と目標値を比較して，それらを一致させるよ

うに操作量を決定する制御です。 

例えば汽力発電所の蒸気温度制御や蒸気圧力制御，

給水の流量制御等があります。 

②フィードフォワード制御 

目標値，外乱等の情報から，操作量を決定する制御

です。 

フィードバック制御では外乱が発生してから対応

するため，制御動作が遅くなりやすい性質がありま

すが，フィードフォワード制御により外乱が発生す

る前に予測し操作量を決定することが可能となり

ます。 

③シーケンス制御 

あらかじめ定められた論理回路の順序に従い，各段

階を逐次進めていく制御で，以下の二つの種類があ

ります。 

 a.リレーシーケンス 

接点を有する電磁継電器を用いたシーケンス

で有接点シーケンスともいいます。 

 b.ロジックシーケンス 

半導体論理素子をスイッチとして利用したシ

ーケンスで無接点シーケンスともいいます。 

 

【解答】 
解答：(2) 

(ア) 

ワンポイント解説「1.自動制御の分類」の通り，自

動制御はフィードバック制御，フィードフォワード

制御，シーケンス制御に分類されますが，フィード

フォワード制御はフィードバック制御に補償回路

を挿入したような制御なので，大きく二つに分ける

場合はシーケンス制御とフィードバック制御がよ

り適当となります。 

(イ) 

ワンポイント解説「1.自動制御の分類」の通り，リ

レーシーケンスは電磁リレーを用い有接点シーケ

ンス制御といいます。 

(ウ) 

リレーシーケンスにおいて， 2 個の電磁リレーのそ

れぞれのコイルに対し，両者が同時に働かないよう

にすることをインタロックといいます。 

なお， b 接点とは信号が入ったときにオフする接点

で，信号が入ったときにオンする接点を a 接点と呼

びます。 

したがって，相手の b 接点を直列に接続すれば，同

時に信号が入ったときに回路が導通することはな

く，リレーが同時に働かないようになります。 

(エ) 

シーケンス制御の動作内容の確認や，制御回路設計

の手助けのために，横軸に時間を表し，縦軸にコイ

ルや接点の動作状態を表したものをタイムチャー

トといいます。平成 26 年問 18 にタイムチャート

の例，同じく平成 26 年問 14 にフローチャートの

例があるので確認してみて下さい。 
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【ワンポイント解説】 
直流機の原理及び電機子反作用に関する問題です。 

直流機の電機子反作用とその対策は出題されやす

い内容です。計算問題は出題されないので，ワンポ

イント解説で説明している内容は覚えておきまし

ょう。 

1.直流機の電機子反作用 

直流機は，図 1 に示すように，界磁電流により作ら

れる界磁磁束に電機子電流により発生する磁束が

合成され，磁束が強め合う部分と磁束が弱め合う部

分が発生します。これにより，界磁磁束に乱れが生

じます。これを電機子反作用と言います。電機子反

作用により以下の現象が発生します。 

①主磁束の減少 

強め合う部分では磁気飽和により磁束はそれほど

強くならず，弱め合う部分では磁束が弱くなるとい

う交差磁化作用が発生するため，全体として磁束が

減少します。 

②電気的中性軸の移動 

磁束分布が乱れることで，電気的中性軸が発電機で

は回転方向と同方向，電動機では逆方向に移動しま

す。 

③整流子片での火花の発生 

磁束分布が乱れ，整流子片に起電力が生じ，整流子

片間にアークが生じやすくなります。 

 
2.直流機の電機子反作用の対策 

直流機の電機子反作用の対策として，補償巻線と補

極があります。 

①補償巻線 

電機子電流に流れる電流の近くに逆方向の電流を

流すことで，電機子巻線が作る磁束を打ち消します。

具体的には，磁極片に巻線を施し，電機子巻線と直

列に接続する方法がとられます。一般に構造が複雑

なので，大形機で採用されます。 

 

②補極 

主磁極とは別に，幾何学的中性軸上に磁極を設けま

す。これにより幾何学的中性軸上の磁束を打ち消し，

整流時のリアクタンス電圧も打ち消します。一般に

構造が簡単なため，小形機で採用されます。 

 
【解答】 
解答：(3) 

(ア) 

直流機で通常回転するのは電機子です。ただし，

近年は永久磁石を用いた回転界磁形のブラシレス

 DC モータの出題も多いので，覚えておいて下さ

い。 

(イ) 

ワンポイント解説「1.直流機の電機子反作用」の

通り，電機子反作用は電気的中性軸が変化するも

ので，幾何学的に位置が変わるということはあり

ません。 

(ウ) 

ワンポイント解説「1.直流機の電機子反作用」の

通り，電機子反作用により，ブラシと整流子の間

に火花が生じるおそれがあります。 

(エ) 

ワンポイント解説「2.直流機の電機子反作用の対

策」の通り小形機では構造が簡単な補極，大形機

になると補償巻線が一般的に用いられます。 
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平成 27 年 問 13 
問題 【難易度】★★☆☆☆（やや易しい） 
次の文章は，電気加熱に関する記述である。 

電気ストーブの発熱体として石英ガラス管に電熱線を封入したヒータがよく用いられている。この電気ス

トーブから室内への熱伝達は主に放射と  （ア）  によって行われる。また，このヒータからの放射は主に

  （イ）  である。 

一方，交番電界中に被加熱物を置くことによって被加熱物を加熱することができる。一般に物質は抵抗体，

誘電体，磁性体などの性質をもち，被加熱物が誘電体の場合，交番電界中に置かれた被加熱物には交番電流

が流れ，被加熱物自身が発熱することによって被加熱物が加熱される。このとき，加熱に寄与するのは交番

電流のうち交番電界  （ウ）  電流成分である。この原理に基づく加熱には  （エ）  がある。 

上記の記述中の空白箇所(ア)，(イ)，(ウ)及び(エ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次の(1)～(5)のう

ちから一つ選べ。 

（ア） （イ） （ウ） （エ）

(1) 対 流 赤外放射 と同相の マイクロ波加熱

(2) 対 流 赤外放射 に直交する マイクロ波加熱

(3) 対 流 可視放射 に直交する 誘導加熱   

(4) 伝 導 赤外放射 と同相の 誘導加熱   

(5) 伝 導 可視放射 と同相の 誘導加熱   

 

【正答チェック表】 

日にち (ア) (イ) (ウ) (エ) 

     

     

     

  



平成 27 年 機械 

 

 
454 

【ワンポイント解説】 
赤外加熱とマイクロ波加熱に関する問題です。 

赤外加熱の例としてはサウナ，マイクロ波加熱の例

としては電子レンジ等があります。加熱方法と現物

を比較しながら理解すると内容も頭に入りやすい

かと思います。 

1.赤外加熱 

可視光との境界である波長 0.78 μm 以上の赤外線

による熱放射を利用して，加熱物を加熱する方法で

す。物質表面から放射される全放射パワーが絶対温

度で表した表面温度の 4 乗に比例するというステ

ファン・ボルツマンの法則に従って加熱されます。 

塗装や印刷の乾燥のほか，食品，電子部品，半導体，

プラスチックなどの製造工程においても用いられ

ています。 

 

2.誘電加熱 

交番電界中に誘電体を置くことによって，誘電体に

誘電損が生じ発熱します。電子レンジ（マイクロ波

加熱）はこの原理を利用した電化製品の一つです。 

図 2 に示すように，交番電界により被加熱物自体が

発熱するため，予熱等も不要で被加熱物内部まで短

時間で加熱することができます。また，電磁波の出

力により温度調整も容易に行うことができます。 

マイクロ波加熱では，電磁波の浸透深さを示す値と

して密度が半減する電力半減深度 𝐷 [m] というも

のがあり，周波数 𝑓 [Hz] ，比誘電率 𝜀୰ ，誘電正接

 tan 𝛿 とすると， 

𝐷 ≒
3.32 × 10

𝑓√𝜀୰ tan 𝛿
 

で求められます。マイクロ波加熱の問題です。サウ

ナに行ったことがある方はそれをイメージして解

けば，比較的感覚的に解けると思います。サウナの

説明書きにも赤外線やマイクロ波等の文字がある

と思うので，読んでみて下さい。 

 

【解答】 
解答：(1) 

(ア) 

電気ストーブから室内への熱伝達は主に熱放射と

熱対流によるものとなります。熱伝導は物質を伝わ

って熱が移動する現象で，湯たんぽやカイロ等は熱

伝導となります。 

(イ) 

ワンポイント解説「1.赤外加熱」の通り，ヒータか

らの放射は波長の長い赤外放射で可視光ではあり

ません。 

(ウ) 

マイクロ波加熱において加熱に寄与するのは，抵抗

分すなわち電界と同相の電流成分になります。 

(エ) 

ワンポイント解説「2.誘電加熱」の通り，交番電界

中に被加熱物を置くことによって加熱することが

できるのはマイクロ波加熱となります。 
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【ワンポイント解説】 
変圧器の一次側換算の基本を問う問題です。理論科

目の内容に近い問題ですが，本問は確実に得点して

おきたい問題となります。 

1.変圧器の巻数比と変圧比，変流比，インピーダン

ス比の関係 

変圧器の一次側の巻数 𝑁ଵ ，電圧 𝑉ଵ [V] ，電流 𝐼ଵ [A] ，

二次側の巻数 𝑁ଶ ，電圧 𝑉ଶ [V] ，電流 𝐼ଶ [A] とすると，

巻数比 𝑎 =
ேభ

ேమ
 は， 

𝑎 =
𝑁ଵ

𝑁ଶ
=

𝑉ଵ

𝑉ଶ
=

𝐼ଶ

𝐼ଵ
 

となります。 
భ

మ
 を変圧比， 

ூభ

ூమ
 を変流比といいます。 

また，一次側のインピーダンスを 𝑍ଵ [Ω] ，二次側の

インピーダンスを 𝑍ଶ [Ω] とすると，インピーダンス

比 
భ

మ
 は， 

𝑍ଵ

𝑍ଶ
=

  
𝑉ଵ
𝐼ଵ

  

𝑉ଶ
𝐼ଶ

=
  

𝑉ଵ
𝑉ଶ

  

𝐼ଵ
𝐼ଶ

𝑎

  
1
𝑎

  
= 𝑎ଶ 

となります。 

 

 

 

 

【解答】 
解答：(1) 

(ア) 

ワンポイント解説「1.変圧器の巻数比と変圧比，変

流比，インピーダンス比の関係」の通り，変圧器の

変圧比は巻数比と等しいので， 𝒂 倍となります。 

(イ) 

ワンポイント解説「1.変圧器の巻数比と変圧比，変

流比，インピーダンス比の関係」の通り，変圧器の

変流比は巻数比の逆数となるので， 
𝟏

𝒂
 倍となります。 

(ウ) 

ワンポイント解説「1.変圧器の巻数比と変圧比，変

流比，インピーダンス比の関係」の通り，抵抗はイ

ンピーダンスの実数成分となるので，インピーダン

ス比と等しく 𝒂𝟐 倍となります。 

(エ) 

ワンポイント解説「1.変圧器の巻数比と変圧比，変

流比，インピーダンス比の関係」の通り，リアクタ

ンスはインピーダンスの虚数成分となるので，イン

ピーダンス比と等しく 𝒂𝟐 倍となります。 

(オ) 

ワンポイント解説「1.変圧器の巻数比と変圧比，変

流比，インピーダンス比の関係」の通り，インピー

ダンス比は 𝒂𝟐 倍となります。 
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令和 6 年上期 問 2 
問題 【難易度】★★★☆☆（普通） 
「電気関係報告規則」に基づく，事故報告に関して，受電電圧 6 600 V の自家用電気工作物を設置する事業

場における事故事例のうち，事故報告に該当しないものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

(1) 自家用電気工作物の破損事故に伴う構内 1 号柱の倒壊により，第三者の家屋に損傷を与えた。 

(2) 保修作業員が，作業中誤って分電盤内の低圧 200 V の端子に触れて感電負傷し，病院に入院した。 

(3) 電圧 100 V の屋内配線の漏電により火災が発生し，建屋が半焼した。 

(4) 従業員が，操作を誤って高圧の誘導電動機を損壊させた。 

(5) 落雷により高圧負荷開閉器が破損し，一般送配電事業者に供給支障を発生させたが，電気火災は発生

せず，また，感電死傷者は出なかった。 

 

【正答チェック表】 

日にち (1) (2) (3) (4) (5) 

      

      

      

 
【ワンポイント解説】 
電気関係報告規則第 3 条からの出題です。 

報告のポイントは重症（死亡又は入院），半焼以上，他の人に迷惑をかけたかどうかです。破損事故の報告

は主要電気工作物に関しては必要で第 4 号に具体的に規定されていますが，電験ではあまり出題されてい

ません。 

第 2 項の事故報告の方法についても出題されやすいので覚えておきましょう。 

本問は平成 22 年問 3 とほぼ同じ問題となっていますので，合わせて確認しておいて下さい。 

 

【解答】 
解答：(4) 

(1)正しい 

電気関係報告規則第 3 条第 1 項 3 号の通り，「第三者の家屋に損傷を与えた」ため，事故報告の対象となり

ます。 

(2)正しい 

電気関係報告規則第 3 条第 1 項 1 号の通り，「病院に入院した」ため，事故報告の対象となります。 

(3)正しい 

電気関係報告規則第 3 条第 1 項 2 号の通り，「火災が発生し，建屋が半焼した」ため，事故報告の対象とな

ります。 

(4)誤り 

電気関係報告規則第 3 条第 1 項 3 号の通り，「高圧の誘導電動機を損壊させた」だけでは，人身事故ではな

く他の物件に損傷も与えていないので事故報告の対象となりません。 

(5)正しい 

電気関係報告規則第 3 条第 1 項 12 号の通り，「一般送配電事業者に供給支障を発生させた」ため，事故報

告の対象となります。 
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＜電気関係報告規則第 3 条（抜粋）＞ 

電気事業者（法第 38 条第 4 項各号に掲げる事業を営む者に限る。以下この条において同じ。）又は自家用

電気工作物を設置する者は、電気事業者にあっては電気事業の用に供する電気工作物（原子力発電工作物を

除く。以下この項において同じ。）に関して、自家用電気工作物を設置する者にあっては自家用電気工作物

（鉄道営業法、軌道法又は鉄道事業法が適用され又は準用される自家用電気工作物であって、発電所、変電

所又は送電線路（電気鉄道の専用敷地内に設置されるものを除く。）に属するもの（変電所の直流き電側設

備又は交流き電側設備を除く。）以外のもの及び原子力発電工作物を除く。以下この項において同じ。）に関

して、次に掲げる事故が発生したときは、報告しなければならない。この場合において、2 以上の号に該当

する事故であって報告先の欄に掲げる者が異なる事故は、経済産業大臣に報告しなければならない。 

一 感電又は電気工作物の破損若しくは電気工作物の誤操作若しくは電気工作物を操作しないことに

より人が死傷した事故（(2)死亡又は病院若しくは診療所に入院した場合に限る。） 

二 電気火災事故（工作物にあっては、その(3)半焼以上の場合に限る。） 

三 電気工作物の破損又は電気工作物の誤操作若しくは電気工作物を操作しないことにより、(1)(4)他

の物件に損傷を与え、又はその機能の全部又は一部を損なわせた事故 

十二 一般送配電事業者の一般送配電事業の用に供する電気工作物、配電事業者の配電事業の用に供

する電気工作物又は特定送配電事業者の特定送配電事業の用に供する電気工作物と電気的に接続

されている電圧 3 000 V 以上の(5)自家用電気工作物の破損又は自家用電気工作物の誤操作若しく

は自家用電気工作物を操作しないことにより一般送配電事業者、配電事業者又は特定送配電事業

者に供給支障を発生させた事故 

２ 前項の規定による報告は、事故の発生を知つた時から 24 時間以内可能な限り速やかに事故の発生の日

時及び場所、事故が発生した電気工作物並びに事故の概要について、電話等の方法により行うととも

に、事故の発生を知つた日から起算して 30 日以内に様式第 13 の報告書を提出して行わなければなら

ない。 
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令和 6 年上期 問 5 
問題 【難易度】★★☆☆☆（やや易しい） 
次の文章は，「発電用風力設備に関する技術基準を定める省令」に基づく風車の安全な状態の確保に関する

記述である。 

ａ） 風車は，次の場合に安全かつ自動的に停止するような措置を講じなければならない。 

 ①   （ア）  が著しく上昇した場合 

 ② 風車の  （イ）  の機能が著しく低下した場合 

ｂ） 発電用風力設備が一般用電気工作物又は小規模事業用電気工作物である場合には，上記ａ）の記述は，

同記述中「安全かつ自動的に停止するような措置」とあるのは「安全な状態を確保するような措置」

と読み替えて適用するものとする。 

ｃ） 最高部の  （ウ）  からの高さが 20 m を超える発電用風力設備には，  （エ）  から風車を保護するよう

な措置を講じなければならない。ただし，周囲の状況によって  （エ）  が風車を損傷するおそれがな

い場合においては，この限りではない。 

上記の記述中の空白箇所(ア)～(エ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次の(1)～(5)のうちから一つ選

べ。 

（ア） （イ） （ウ） （エ）

(1)  回転速度  制御装置  ロータ最低部  雷撃 

(2)  発電電圧  圧油装置  地表  雷撃 

(3)  回転速度  制御装置  地表  雷撃 

(4)  発電電圧  制御装置  ロータ最低部  強風 

(5)  回転速度  圧油装置  ロータ最低部  強風 

 

 

【正答チェック表】 

日にち (ア) (イ) (ウ) (エ) 

     

     

     

 
  



平成 26 年 法規 

 

 
381 

【ワンポイント解説】 
本問の空欄のうち，(ウ)と(オ)は絶対に抑えていなければならない数字となります。(エ)は電気設備技術基準

の中で唯一使用されている単語となります。 

 

【解答】 
解答：(2) 

(ア) 

電気設備に関する技術基準を定める省令第 58 条の通り，電路となります。 

(イ) 

電気設備に関する技術基準を定める省令第 58 条の通り，過電流遮断器となります。 

(ウ) 

電気設備に関する技術基準を定める省令第 58 条表の通り，𝟑𝟎𝟎 𝐕となります。 

(エ) 

電気設備に関する技術基準を定める省令第 58 条表の通り，対地電圧となります。 

(オ) 

電気設備に関する技術基準を定める省令第 58 条表の通り，𝟎. 𝟒 𝐌𝛀となります。 

 

＜電気設備に関する技術基準を定める省令第 58 条＞ 

電気使用場所における使用電圧が低圧の電路の電線相互間及び(ア)電路と大地との間の絶縁抵抗は、開閉器

又は(イ)過電流遮断器で区切ることのできる電路ごとに、次の表の上欄に掲げる電路の使用電圧の区分に応

じ、それぞれ同表の下欄に掲げる値以上でなければならない。 

 

 
  

絶縁抵抗値については，電圧階級が上がるごとに 2 倍となっています。これは単純に覚える方法ですが，定性

的な理由を説明すると，電圧階級が上がっても漏れ電流をある範囲内に収めるために絶縁抵抗値も上げてい

ます。 

○！  


